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No. 70 田島平伸・上森貞行・渡邊智裕・佐藤博・戸塚眞一・菊池昌彦：地方分権改革の進展に伴う広
 域連携の在り方について
 ――盛岡広域圏の広域連携についての一考察―― （2011年８月１日）
No. 71 高嶋裕一・及川安・滝田祥子・戸塚眞一：上水道料金とサービスの質に関する住民意識の分析
 ――滝沢村営上水道の事例―― （2011年９月６日）
No. 72 岩手県立大学総合政策学部教務委員会：総合政策学部生のカリキュラムに対する意識の変遷
 ――平成23年度調査に関する分析と提言―― （2011年10月12日）
No. 73 岩手県立大学総合政策学部教務委員会：総合政策学部生のカリキュラムに対する意識の構造
 ――平成22年度・平成23年度プールデータを用いた分析と提言―― （2011年10月12日）
No. 74 岩手県立大学総合政策学部・就業力育成委員会：就業力尺度IPU E–MAPを用いた学生集団評価
 ――就業力育成のための基礎分析として―― （2011年12月19日）
No. 75 高嶋裕一・和川央：属性情報を含む因果モデル構築の方法
 ――岩手県民意識調査を対象として―― （2012年１月23日）
No. 76 島田直明：2011年東日本大震災の津波被害後の宮古市重茂半島のエゾオグルマ
 Senecio pseudo‐arnica Less.（キク科）個体群の現状について （2012年２月20日）
No. 77 岩手県立大学総合政策学部・就業力育成委員会：就業力尺度IPU E–MAPを用いた学生集団評価
 ――2011年後期の分析―― （2012年２月21日）
編集後記
　慌しく時間が流れたこの 1 年、東日本大震災からの復興で団結する市民の力と政治の停滞が対照的で
した。他方で、従来からあったさまざまな問題（例えば、環境・労働・貧困・消費者問題など）が脇に
追いやられた 1 年でもあったと思います。個人的には、ある消費者問題に関する講演が、震災直後に早々
に取りやめとなってしまったのが、その後、震災や電力供給不安に乗じた悪質商法が散見されただけに、
残念でした。
　大学や研究機関は、社会から遊離した存在などと揶揄もされますが、利害関係から少し離れた立場だ
からこそ、広い視野や深い思索をもって、隠れた問題にも目配りをし、“常識”“風潮”に流されずにい
ろいろな考えを社会に発信していくのがひとつの役割なのかな、と若干思うこの頃です。
　なお、編集記事にもありますように、本学会の母体でもある岩手県立大学総合政策学部では、防災・
復興研究グループを立ち上げ、具体的な社会貢献にも力を入れております。編集委員としては今後、本
媒体がその成果発表の場のひとつとして活用していただけたらと考えているところです。
　最後に、諸般の事情で遅れていました本誌第 10 巻第 2 号以降、第 13 巻第 1 号までの CiNii への電子
公開手続をとりました。関係者にはご迷惑をおかけしました。本号も速やかに電子公開したいと考えて
おります。紙媒体だけでなく、電子媒体も併せてご参照いただけたらと思います。
　　（窪　幸治）
